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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。
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　「日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．２３」をお届けします。この時期は学校・幼児園・保育園などの運動会
に伺う機会が増えます。先日も母校小高原小学校の運動会に伺いました。小高原小学校の校訓は
「本気・元気・正直」です。選挙のあった今年ほど、この言葉の持つ意味を改めて深く感じた時はありま
せん。小学校の時に学んだ教えが、還暦を過ぎた今でも自分への戒めとして役に立っています。
　今回の県政報告は９月定例愛知県議会の内容が中心です。ぜひともご一読頂き、県政を少しでも
身近に感じて頂けたら幸いです。

10.20
転免許の更新が予約制になります。
 
　令和６年３月１９日以降の運転免許更新は完

全予約制になります。そのための予約受付開始は令和６年
１月１５日からで、Ｗｅｂでの予約または予約受付ダイヤル
による電話予約です。
 
　現在、警察署等における運転免許の更新事務等の来庁
者は、正午過ぎの時間帯に集中しており、慢性的な混雑や
周辺の交通渋滞が発生している状況にあります。免許更新
予約制を導入することで、特定時間への来場者を抑制して
平準化を図り、警察署等における混雑緩和や周辺の交通
渋滞解消が導入の目的です。
 
　今回の制度改正は「予約も出来ますよ」といったことでは

運
愛知県警から報告がありました金

なくて原則予約制なのです。尚、７0歳以上の高齢者講習受
講者の方は自動車学校との予約があるため、今回の予約
制度の対象とはなりません。
 
　また、今回の報告にはなかったのですが、現在、運転免許
証更新手数料を[愛知県収入証紙]で納めているものを、来
年４月からは収入証紙との併用で、キャッシュレス決済も導
入されることが決まっ
ています。
 
　警察行政の市民サー
ビスにおいてもゆっくり
ですが着実にＩＣＴ化
が進んでいます。

10.23
０２５年４月に開校予定の県立中高一貫校の概
要が教育委員会より本日発表されました。地元
刈谷高校についてご報告いたします。

 
名称＝愛知県立刈谷高等学校附属中学校
 
学校が目指す教育（刈谷高等学校・附属中学校）
　中学校では、課題解決的な学習過程を重視した探究的
な学びに取り組み、高校での自然科学と人文・社会科学の
双方のアプローチから課題解決する文理融合型探究活動
につなげて、中高６年間を通して、「私たちの実現したい未
来」に向けて、高い志と責任感をもち、世界を視野に入れて
活躍し、時代を創ることのできる人材を育成します。
 
○入学者選抜の実施日程（２段階選抜を行う）
　１次選抜（※適性検査）
　　・実施日：２０２５年１月１１日（土）
　　・合格発表日：２０２５年１月１５日（水）又は１月１６日（木）
　　１次選抜合格者は募集人員の２倍（１６０人）程度
　２次選抜（面接）
　　・実施日：２０２５年１月１８日（土）
　　・合格発表日：２０２５年１月２３日（木）又は１月２４日（金）
 
※適性検査
　中高一貫校での探究的な学びに必要な資質・能力を測

２
県立中高一貫校の概要が教育委員会より本日発表されました月

るための検査。小学
校学習指導要領の
範囲内で複数の教
科を組み合わせた
内容とし、思考力・
判断力・表現力等
を測る。適性検査
の見本を１２月に
公表します

 
　２次に合格し入学の意志を書面で示した者は、その後に
行われる私学等の中学は受験できません。

 
○児童・保護者説明会
　１家庭２名まで
　「児童１名（小学５年生）＋保護者１名」又は「保護者２名」
 
　□１１月１１日（土）午前１０～１１時３０まで
　　安城市民会館サルビアホール
　　（安城市桜町１８－２８）　１,０６０名

　□１１月１８日（土）午前１０～１１時３０まで
　　刈谷市総合文化センター大ホール
　　（刈谷市若松町２－１０４）　１,４００名

Vol.23Vol.23
2023.11月発行

9.23 ゲノム編集によって巨大化した真鯛やトラフグ　本当に大丈夫？土㊗
本消費者連盟やＯＫシードプロジェクトなどの
呼びかけで開催された『ゲノム編集魚を考える市
民集会ｉｎ京都』に参加しました。３００名ほどの

会場は満席です。
 

　第１部の基調講演は安田節子氏
による「ゲノム編集食品は未来の食
卓をどう変えるのか」、第２部は天
笠啓祐氏と河田昌東氏によるトー
クセッション「ゲノム編集魚の何が
問題か」、そして第３部は印鑰智哉
氏・松平尚也氏・ＮＯＣＯ氏による
パネルディスカッション「ふるさと納

税返礼品にゲノム編集トラフグ」、質疑応答の後、最後に漁
業者によるアピール、ゲノム編集トマトに関するアピール、
「ストップゲノム編集」京都宣言を満場一致で採択して終了
しました。
 

日 　筋肉生産抑制遺伝
子を破壊するゲノム編
集によってサイズが大
きくなり肉厚となった
真鯛、食欲抑制ホルモ
ン「レプチン」受容体遺
伝子を破壊すること
で、満足感が失われ餌を食べ続けることになり成長が早く
なったトラフグなど、ゲノム編集は「魚」においても既に生産
がされており、トラフグにおいては京都府宮津市においてふ
るさと納税の返礼品にも採用されています。
 
　このようにゲノム編集魚は私たちの身近な食卓に及ぼう
としていますが、そのことを表示する義務はないのです。私
はこの点は大きな問題だと思っています。今後も「農産物」
だけではなく「魚」についてもアンテナを高く張って「食の安
全を守る」という立場で監視して行きたいと思っています。

9.27 ９月定例愛知県議会が開会しました水
月定例愛知県議会が今日から１０月１９日（木）
までの２３日間の会期で開会しました。議案の中
から少し紹介しますと・・・

 
　条例議案の中には「動物の愛護及び管理に関する条例
の一部改正案」があります。これは、犬又は猫の多頭飼養の
状況を把握し、必要に応じて飼い主への指導・助言を行え
るよう、犬及び猫を１０頭以上飼養し又は保管するものは
知事に届け出なければならないとするものです。
 
　また、その他の議案の中には、名古屋岡崎線における境川
橋上部工事に対する工事請負契約の議案もあります。契約
金額は１４億５９７０万円、工期は８５２日、境川には既に橋

９ 脚が出来ていますからその上に桁橋を設置する工事です。
 
　そして主な補正予算は次のとおりです。
 
■「６月２日の大雨で被災した農業者の支援」として、被災
した農業者が営農を継続できるよう、農業用機械の修繕
等に必要な経費や、種苗・肥料・農薬等の農業資材購入
に必要な経費の一部を支援します。但しいずれの支援
も、市町村において県と同額以上の補助があることを条
件としています

■県文化施設（愛知芸術文化センター・愛知県陶磁美術
館）の活性化を図るための基本計画の策定

■技能五輪全国大会・全国アビリンピック の３年連続開催

に向けた取組
■愛知の「休み方改革」を全国に発信し、日本全体の観光
需要平準化の促進を図る取組

■農業大学校、高等技術専門校、県立高等学校における実
習設備の整備

■信号灯器のＬＥＤ化など、交通死亡事故抑止に向けた交
通安全対策の推進

 

上記に加え、道路・河
川等、公共事業におけ
る国からの内示増への
対応等を含む、合計１
５８億２,２０１万円が
計上されています。
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10.2
月定例愛知県議会は代表質問で、自民党・あい
ち民主共に幹事長が登壇しました。代表質問で
は警察に関することは県警本部長が自席から、

教育委員会に関することは教育長が自席から答弁します
が、そのほか大半のことは知事自らが登壇して答弁します。
 
ここでは教育長が答弁した「不登校対策」の中でも特に昨
今その必要性が指摘されている「校内フリースクール」の設
置について紹介します・・・
 
◎不登校の数は、近年、特に中学校で急増しており、担任や
支援員が配置され、学びの環境が整った「校内フリース
クール」の設置を促進することは、子供の学びの場を確
保するために、大変重要であると認識している

◎県内では一部の市で独自に「校内フリースクール」の設
置を進めているが、県全体への普及は、これからという
状況

９
代表質問　「校内フリースクール」の設置について月

◎そこで県教育委員会では、今年度から尾張旭市立旭中
学校と幸田町立北部中学校の２校に「校内フリースクー
ル」を設置し、その効果を検証するモデル事業を開始し
ている

◎この２校では、９月１５日現在、あわせて１９人の生徒が
「校内フリースクール」を利用しており、担任と支援員を
配置して生徒の指導や支援に当たっている

◎新たな居場所ができたことによって、教室に居づらい生
徒が安心感をもって自分のペースで学習に取り組んだ
り、長期間自宅から出ることができなかった生徒が登校
できるようになった

◎今後は「校内フリースクール」
の効果を県内の市町村に向
けて発信し、全ての公立中学
校において、不登校の子供た
ちの学びの場が確保できるよ
う取り組んでいく

10.11
日と今日、私が所属する県民環境委員会が開催
され、一般質問において２つの項目で質問をしま
した。答弁の要旨を紹介します・・・

 
①日本語学習支援基金について

 
　日本語学習支援基金は２０２６
年で終了し、その後は基金によらな
い支援体制を整備することで各経
済団体と合意している。具体的には
「愛知県地域日本語教育推進補助
金」の活用促進や、経済団体等と連
携した企業ボランティア派遣の取
組拡大など。
 

　地域日本語教室の運営団体から物価高騰の影響で資金
のやりくりに苦慮しているとの声も届いておりますので、地
域の日本語教室が継続して運営できるよう、物価高騰によ
る助成額の増額について、前向きに検討する。
 

昨
委員会で２項目の一般質問と、有機フッ素化合物問題のその後水

②県の文化財指定について
 
　愛知県文化財保護審議会については、毎年度２回ずつ
開催しており、ここ数年は７月と１月に開催している。委員
は２０名で、美術工芸、建造物など各分野に精通した学識
経験者の方々に委嘱している。審議会には分野ごとに６つ
の部会があり、審議会当日は、まずそれぞれの部会で諮問
案件を審議していただき、その結果をもとに全体会で議論
いただき、答申をいただいている。
 
　審議会では、諮問された文化財に関する調査結果を踏
まえ、歴史上、芸術上、学術上の観点から重要性を判断し、
指定にふさわしいかを審議いただいている。１回の答申件
数は、ここ数回、平均して３・４件で、直近の７月の審議会で
も、３件の文化財について「指定を可とする」答申をいただ
いたところである。
 
　諮問する案件は、審議会の委員と事務局である文化財
室で調査を行って決めている。県指定文化財は、原則とし
て、市町村の指定文化財が対象となる。祭などの無形民俗
文化財は、その起源や変遷のほか、保存会の組織状況・継
承の体制などを調査している。
 

　また、前回の「県政報告Ｖｏｌ．２２」においてトップページ
に掲載していたＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）について、その
後の調査に関する質問がありました。刈谷市に関する部分
もありますので報告します・・・
 
【質問】前回の委員会以降、明らかになった暫定指針値を
超過した事例はあるか？
 
【答弁】以前お伝えした事例以外では、公共用水域では阿
久比川の半田大橋、地下水では刈谷市内で暫定指針値５
０ｎｇ／Ｌを超えるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡが検出されており、
それぞれ ９８ｎｇ／Ｌ、５７ｎｇ／Ｌとなっております。これ
らの結果は、９月末に２０２２年度の公共用水域及び地下

水の要監視項目の
調査結果としてＷｅ
ｂで公開したところ
です。
 
　なお、刈谷市内の
地点の周辺の井戸
所有者に対しては、
ばく露防止のため、
刈谷市と県が連携
してチラシを配布し、飲用を控えるよう注意喚起を行ったと
のことです。今後もこの問題については注意をして行く必要
がありそうです。

10.16
般会計・特別会計決算特別委員会が開催されま
した。
 

　愛知県議会の場合、決算審査については「 一般会計・特
別会計」の委員会と「公営企業会計」の委員会の２つが設
置され、今回私は一般会計・特別会計の委員会の所属とな
りました。
 
　今日は最初の委員会と言うことで、議員・理事者共に自
己紹介を行った後、決算の概要説明が総務局長より、審査

一
一般会計・特別会計決算委員会の所属となりました月

意見の概要説明が代表監査委員から行われました。９月定
例会は今週の木曜日（１９日）で閉会となりますので、今後
は閉会中審査とし
て５回の委員会が
開かれ、次の１２月
定例会で議案とし
て上程されます。

10.19
月定例愛知県議会は本日が最終日。

 
　今議会に提出された請願の内、『愛知県に「学

校給食無償化補助金」の創設を求める請願』について今回
私は紹介議員となりました。先の県議会議員選挙の際にも
公約として「給食費の無償化」「オーガニック給食の推進」
を掲げていましたから、それに沿った対応です。請願内容
は・・・
 
１．愛知県の小中学校、特別支援学校の児童・生徒（の保護
者）に対して、給食費を補助する「学校給食無償化補助金」
を創設すること
 
２．学校給食無償化に国が責任を持つよう働きかけること
 
　というものです。愛知県内でも既に多くの自治体が国の
地方創生臨時交付金の「コロナ禍における原油価格・物価
高騰対応分」を活用して、給食費の無償化を実施していま
す。しかしこの交付金がなくなったら、それぞれの自治体は
どうするのか・・・特に無償化する以前より食材費が高騰し
ていますから、給食費を値上げするか、給食の質を下げる
か、市の一般会計で手当てするか。非常に難しい選択を迫
られます。このような時こそ、子どもたちに給食を通じた豊

９
「給食の無償化」と「給食のオーガニック化」　諦めずに訴えて行きます木

かな教育を保障するために愛知県が力を発揮する時だと
思うのです。
 
　但し、財政力の差によって給食費の保護者負担に差が生
ずることのないように、本来は国が責任を持って無償化を
すべきであるとも思っています。
 
　本日その採決も行われたのですが、賛成少数で残念なが
ら不採択となってしまいました。今後も「給食の無償化」と
同時に「給食のオーガニック化」も諦めずにあらゆる場面で
訴えて行く覚悟です。

月定例愛知県議会が今日から１０月１９日（木）
までの２３日間の会期で開会しました。議案の中
から少し紹介しますと・・・

 
　条例議案の中には「動物の愛護及び管理に関する条例
の一部改正案」があります。これは、犬又は猫の多頭飼養の
状況を把握し、必要に応じて飼い主への指導・助言を行え
るよう、犬及び猫を１０頭以上飼養し又は保管するものは
知事に届け出なければならないとするものです。
 
　また、その他の議案の中には、名古屋岡崎線における境川
橋上部工事に対する工事請負契約の議案もあります。契約
金額は１４億５９７０万円、工期は８５２日、境川には既に橋

脚が出来ていますからその上に桁橋を設置する工事です。
 
　そして主な補正予算は次のとおりです。
 
■「６月２日の大雨で被災した農業者の支援」として、被災
した農業者が営農を継続できるよう、農業用機械の修繕
等に必要な経費や、種苗・肥料・農薬等の農業資材購入
に必要な経費の一部を支援します。但しいずれの支援
も、市町村において県と同額以上の補助があることを条
件としています

■県文化施設（愛知芸術文化センター・愛知県陶磁美術
館）の活性化を図るための基本計画の策定

■技能五輪全国大会・全国アビリンピック の３年連続開催

に向けた取組
■愛知の「休み方改革」を全国に発信し、日本全体の観光
需要平準化の促進を図る取組

■農業大学校、高等技術専門校、県立高等学校における実
習設備の整備

■信号灯器のＬＥＤ化など、交通死亡事故抑止に向けた交
通安全対策の推進

 

上記に加え、道路・河
川等、公共事業におけ
る国からの内示増への
対応等を含む、合計１
５８億２,２０１万円が
計上されています。

▲選挙の時に約束しました

▲県政報告Ｖｏｌ．２２でも掲載しました
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10.2
月定例愛知県議会は代表質問で、自民党・あい
ち民主共に幹事長が登壇しました。代表質問で
は警察に関することは県警本部長が自席から、

教育委員会に関することは教育長が自席から答弁します
が、そのほか大半のことは知事自らが登壇して答弁します。
 
ここでは教育長が答弁した「不登校対策」の中でも特に昨
今その必要性が指摘されている「校内フリースクール」の設
置について紹介します・・・
 
◎不登校の数は、近年、特に中学校で急増しており、担任や
支援員が配置され、学びの環境が整った「校内フリース
クール」の設置を促進することは、子供の学びの場を確
保するために、大変重要であると認識している

◎県内では一部の市で独自に「校内フリースクール」の設
置を進めているが、県全体への普及は、これからという
状況

９
代表質問　「校内フリースクール」の設置について月

◎そこで県教育委員会では、今年度から尾張旭市立旭中
学校と幸田町立北部中学校の２校に「校内フリースクー
ル」を設置し、その効果を検証するモデル事業を開始し
ている

◎この２校では、９月１５日現在、あわせて１９人の生徒が
「校内フリースクール」を利用しており、担任と支援員を
配置して生徒の指導や支援に当たっている

◎新たな居場所ができたことによって、教室に居づらい生
徒が安心感をもって自分のペースで学習に取り組んだ
り、長期間自宅から出ることができなかった生徒が登校
できるようになった

◎今後は「校内フリースクール」
の効果を県内の市町村に向
けて発信し、全ての公立中学
校において、不登校の子供た
ちの学びの場が確保できるよ
う取り組んでいく

10.11
日と今日、私が所属する県民環境委員会が開催
され、一般質問において２つの項目で質問をしま
した。答弁の要旨を紹介します・・・

 
①日本語学習支援基金について

 
　日本語学習支援基金は２０２６
年で終了し、その後は基金によらな
い支援体制を整備することで各経
済団体と合意している。具体的には
「愛知県地域日本語教育推進補助
金」の活用促進や、経済団体等と連
携した企業ボランティア派遣の取
組拡大など。
 

　地域日本語教室の運営団体から物価高騰の影響で資金
のやりくりに苦慮しているとの声も届いておりますので、地
域の日本語教室が継続して運営できるよう、物価高騰によ
る助成額の増額について、前向きに検討する。
 

昨
委員会で２項目の一般質問と、有機フッ素化合物問題のその後水

②県の文化財指定について
 
　愛知県文化財保護審議会については、毎年度２回ずつ
開催しており、ここ数年は７月と１月に開催している。委員
は２０名で、美術工芸、建造物など各分野に精通した学識
経験者の方々に委嘱している。審議会には分野ごとに６つ
の部会があり、審議会当日は、まずそれぞれの部会で諮問
案件を審議していただき、その結果をもとに全体会で議論
いただき、答申をいただいている。
 
　審議会では、諮問された文化財に関する調査結果を踏
まえ、歴史上、芸術上、学術上の観点から重要性を判断し、
指定にふさわしいかを審議いただいている。１回の答申件
数は、ここ数回、平均して３・４件で、直近の７月の審議会で
も、３件の文化財について「指定を可とする」答申をいただ
いたところである。
 
　諮問する案件は、審議会の委員と事務局である文化財
室で調査を行って決めている。県指定文化財は、原則とし
て、市町村の指定文化財が対象となる。祭などの無形民俗
文化財は、その起源や変遷のほか、保存会の組織状況・継
承の体制などを調査している。
 

　また、前回の「県政報告Ｖｏｌ．２２」においてトップページ
に掲載していたＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）について、その
後の調査に関する質問がありました。刈谷市に関する部分
もありますので報告します・・・
 
【質問】前回の委員会以降、明らかになった暫定指針値を
超過した事例はあるか？
 
【答弁】以前お伝えした事例以外では、公共用水域では阿
久比川の半田大橋、地下水では刈谷市内で暫定指針値５
０ｎｇ／Ｌを超えるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡが検出されており、
それぞれ ９８ｎｇ／Ｌ、５７ｎｇ／Ｌとなっております。これ
らの結果は、９月末に２０２２年度の公共用水域及び地下

水の要監視項目の
調査結果としてＷｅ
ｂで公開したところ
です。
 
　なお、刈谷市内の
地点の周辺の井戸
所有者に対しては、
ばく露防止のため、
刈谷市と県が連携
してチラシを配布し、飲用を控えるよう注意喚起を行ったと
のことです。今後もこの問題については注意をして行く必要
がありそうです。

10.16
般会計・特別会計決算特別委員会が開催されま
した。
 

　愛知県議会の場合、決算審査については「 一般会計・特
別会計」の委員会と「公営企業会計」の委員会の２つが設
置され、今回私は一般会計・特別会計の委員会の所属とな
りました。
 
　今日は最初の委員会と言うことで、議員・理事者共に自
己紹介を行った後、決算の概要説明が総務局長より、審査

一
一般会計・特別会計決算委員会の所属となりました月

意見の概要説明が代表監査委員から行われました。９月定
例会は今週の木曜日（１９日）で閉会となりますので、今後
は閉会中審査とし
て５回の委員会が
開かれ、次の１２月
定例会で議案とし
て上程されます。

10.19
月定例愛知県議会は本日が最終日。

 
　今議会に提出された請願の内、『愛知県に「学

校給食無償化補助金」の創設を求める請願』について今回
私は紹介議員となりました。先の県議会議員選挙の際にも
公約として「給食費の無償化」「オーガニック給食の推進」
を掲げていましたから、それに沿った対応です。請願内容
は・・・
 
１．愛知県の小中学校、特別支援学校の児童・生徒（の保護
者）に対して、給食費を補助する「学校給食無償化補助金」
を創設すること
 
２．学校給食無償化に国が責任を持つよう働きかけること
 
　というものです。愛知県内でも既に多くの自治体が国の
地方創生臨時交付金の「コロナ禍における原油価格・物価
高騰対応分」を活用して、給食費の無償化を実施していま
す。しかしこの交付金がなくなったら、それぞれの自治体は
どうするのか・・・特に無償化する以前より食材費が高騰し
ていますから、給食費を値上げするか、給食の質を下げる
か、市の一般会計で手当てするか。非常に難しい選択を迫
られます。このような時こそ、子どもたちに給食を通じた豊

９
「給食の無償化」と「給食のオーガニック化」　諦めずに訴えて行きます木

かな教育を保障するために愛知県が力を発揮する時だと
思うのです。
 
　但し、財政力の差によって給食費の保護者負担に差が生
ずることのないように、本来は国が責任を持って無償化を
すべきであるとも思っています。
 
　本日その採決も行われたのですが、賛成少数で残念なが
ら不採択となってしまいました。今後も「給食の無償化」と
同時に「給食のオーガニック化」も諦めずにあらゆる場面で
訴えて行く覚悟です。

月定例愛知県議会が今日から１０月１９日（木）
までの２３日間の会期で開会しました。議案の中
から少し紹介しますと・・・

 
　条例議案の中には「動物の愛護及び管理に関する条例
の一部改正案」があります。これは、犬又は猫の多頭飼養の
状況を把握し、必要に応じて飼い主への指導・助言を行え
るよう、犬及び猫を１０頭以上飼養し又は保管するものは
知事に届け出なければならないとするものです。
 
　また、その他の議案の中には、名古屋岡崎線における境川
橋上部工事に対する工事請負契約の議案もあります。契約
金額は１４億５９７０万円、工期は８５２日、境川には既に橋

脚が出来ていますからその上に桁橋を設置する工事です。
 
　そして主な補正予算は次のとおりです。
 
■「６月２日の大雨で被災した農業者の支援」として、被災
した農業者が営農を継続できるよう、農業用機械の修繕
等に必要な経費や、種苗・肥料・農薬等の農業資材購入
に必要な経費の一部を支援します。但しいずれの支援
も、市町村において県と同額以上の補助があることを条
件としています

■県文化施設（愛知芸術文化センター・愛知県陶磁美術
館）の活性化を図るための基本計画の策定

■技能五輪全国大会・全国アビリンピック の３年連続開催

に向けた取組
■愛知の「休み方改革」を全国に発信し、日本全体の観光
需要平準化の促進を図る取組

■農業大学校、高等技術専門校、県立高等学校における実
習設備の整備

■信号灯器のＬＥＤ化など、交通死亡事故抑止に向けた交
通安全対策の推進

 

上記に加え、道路・河
川等、公共事業におけ
る国からの内示増への
対応等を含む、合計１
５８億２,２０１万円が
計上されています。

▲選挙の時に約束しました

▲県政報告Ｖｏｌ．２２でも掲載しました
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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

4

　「日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．２３」をお届けします。この時期は学校・幼児園・保育園などの運動会
に伺う機会が増えます。先日も母校小高原小学校の運動会に伺いました。小高原小学校の校訓は
「本気・元気・正直」です。選挙のあった今年ほど、この言葉の持つ意味を改めて深く感じた時はありま
せん。小学校の時に学んだ教えが、還暦を過ぎた今でも自分への戒めとして役に立っています。
　今回の県政報告は９月定例愛知県議会の内容が中心です。ぜひともご一読頂き、県政を少しでも
身近に感じて頂けたら幸いです。

10.20
転免許の更新が予約制になります。
 
　令和６年３月１９日以降の運転免許更新は完

全予約制になります。そのための予約受付開始は令和６年
１月１５日からで、Ｗｅｂでの予約または予約受付ダイヤル
による電話予約です。
 
　現在、警察署等における運転免許の更新事務等の来庁
者は、正午過ぎの時間帯に集中しており、慢性的な混雑や
周辺の交通渋滞が発生している状況にあります。免許更新
予約制を導入することで、特定時間への来場者を抑制して
平準化を図り、警察署等における混雑緩和や周辺の交通
渋滞解消が導入の目的です。
 
　今回の制度改正は「予約も出来ますよ」といったことでは

運
愛知県警から報告がありました金

なくて原則予約制なのです。尚、７0歳以上の高齢者講習受
講者の方は自動車学校との予約があるため、今回の予約
制度の対象とはなりません。
 
　また、今回の報告にはなかったのですが、現在、運転免許
証更新手数料を[愛知県収入証紙]で納めているものを、来
年４月からは収入証紙との併用で、キャッシュレス決済も導
入されることが決まっ
ています。
 
　警察行政の市民サー
ビスにおいてもゆっくり
ですが着実にＩＣＴ化
が進んでいます。

10.23
０２５年４月に開校予定の県立中高一貫校の概
要が教育委員会より本日発表されました。地元
刈谷高校についてご報告いたします。

 
名称＝愛知県立刈谷高等学校附属中学校
 
学校が目指す教育（刈谷高等学校・附属中学校）
　中学校では、課題解決的な学習過程を重視した探究的
な学びに取り組み、高校での自然科学と人文・社会科学の
双方のアプローチから課題解決する文理融合型探究活動
につなげて、中高６年間を通して、「私たちの実現したい未
来」に向けて、高い志と責任感をもち、世界を視野に入れて
活躍し、時代を創ることのできる人材を育成します。
 
○入学者選抜の実施日程（２段階選抜を行う）
　１次選抜（※適性検査）
　　・実施日：２０２５年１月１１日（土）
　　・合格発表日：２０２５年１月１５日（水）又は１月１６日（木）
　　１次選抜合格者は募集人員の２倍（１６０人）程度
　２次選抜（面接）
　　・実施日：２０２５年１月１８日（土）
　　・合格発表日：２０２５年１月２３日（木）又は１月２４日（金）
 
※適性検査
　中高一貫校での探究的な学びに必要な資質・能力を測

２
県立中高一貫校の概要が教育委員会より本日発表されました月

るための検査。小学
校学習指導要領の
範囲内で複数の教
科を組み合わせた
内容とし、思考力・
判断力・表現力等
を測る。適性検査
の見本を１２月に
公表します

 
　２次に合格し入学の意志を書面で示した者は、その後に
行われる私学等の中学は受験できません。

 
○児童・保護者説明会
　１家庭２名まで
　「児童１名（小学５年生）＋保護者１名」又は「保護者２名」
 
　□１１月１１日（土）午前１０～１１時３０まで
　　安城市民会館サルビアホール
　　（安城市桜町１８－２８）　１,０６０名

　□１１月１８日（土）午前１０～１１時３０まで
　　刈谷市総合文化センター大ホール
　　（刈谷市若松町２－１０４）　１,４００名

Vol.23Vol.23
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9.23 ゲノム編集によって巨大化した真鯛やトラフグ　本当に大丈夫？土㊗
本消費者連盟やＯＫシードプロジェクトなどの
呼びかけで開催された『ゲノム編集魚を考える市
民集会ｉｎ京都』に参加しました。３００名ほどの

会場は満席です。
 

　第１部の基調講演は安田節子氏
による「ゲノム編集食品は未来の食
卓をどう変えるのか」、第２部は天
笠啓祐氏と河田昌東氏によるトー
クセッション「ゲノム編集魚の何が
問題か」、そして第３部は印鑰智哉
氏・松平尚也氏・ＮＯＣＯ氏による
パネルディスカッション「ふるさと納

税返礼品にゲノム編集トラフグ」、質疑応答の後、最後に漁
業者によるアピール、ゲノム編集トマトに関するアピール、
「ストップゲノム編集」京都宣言を満場一致で採択して終了
しました。
 

日 　筋肉生産抑制遺伝
子を破壊するゲノム編
集によってサイズが大
きくなり肉厚となった
真鯛、食欲抑制ホルモ
ン「レプチン」受容体遺
伝子を破壊すること
で、満足感が失われ餌を食べ続けることになり成長が早く
なったトラフグなど、ゲノム編集は「魚」においても既に生産
がされており、トラフグにおいては京都府宮津市においてふ
るさと納税の返礼品にも採用されています。
 
　このようにゲノム編集魚は私たちの身近な食卓に及ぼう
としていますが、そのことを表示する義務はないのです。私
はこの点は大きな問題だと思っています。今後も「農産物」
だけではなく「魚」についてもアンテナを高く張って「食の安
全を守る」という立場で監視して行きたいと思っています。

9.27 ９月定例愛知県議会が開会しました水
月定例愛知県議会が今日から１０月１９日（木）
までの２３日間の会期で開会しました。議案の中
から少し紹介しますと・・・

 
　条例議案の中には「動物の愛護及び管理に関する条例
の一部改正案」があります。これは、犬又は猫の多頭飼養の
状況を把握し、必要に応じて飼い主への指導・助言を行え
るよう、犬及び猫を１０頭以上飼養し又は保管するものは
知事に届け出なければならないとするものです。
 
　また、その他の議案の中には、名古屋岡崎線における境川
橋上部工事に対する工事請負契約の議案もあります。契約
金額は１４億５９７０万円、工期は８５２日、境川には既に橋

９ 脚が出来ていますからその上に桁橋を設置する工事です。
 
　そして主な補正予算は次のとおりです。
 
■「６月２日の大雨で被災した農業者の支援」として、被災
した農業者が営農を継続できるよう、農業用機械の修繕
等に必要な経費や、種苗・肥料・農薬等の農業資材購入
に必要な経費の一部を支援します。但しいずれの支援
も、市町村において県と同額以上の補助があることを条
件としています

■県文化施設（愛知芸術文化センター・愛知県陶磁美術
館）の活性化を図るための基本計画の策定

■技能五輪全国大会・全国アビリンピック の３年連続開催

に向けた取組
■愛知の「休み方改革」を全国に発信し、日本全体の観光
需要平準化の促進を図る取組

■農業大学校、高等技術専門校、県立高等学校における実
習設備の整備

■信号灯器のＬＥＤ化など、交通死亡事故抑止に向けた交
通安全対策の推進

 

上記に加え、道路・河
川等、公共事業におけ
る国からの内示増への
対応等を含む、合計１
５８億２,２０１万円が
計上されています。


